
①動物科学 

１ 犬の訓練をやってみよう！ 

（１）本日、みんなさんと一緒に勉強するわんちゃんを紹介します！ 

    訓練をする時は、必ず名前を呼んであげてください！ 

     ブラちゃん（♀） 

（           ） 

     クマちゃん(♂) 

（           ） 

    ノラちゃん（♂） 

（           ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    リックちゃん(♂) 

（           ） 

   アヤちゃん(♀) 

（           ） 

    モグちゃん（♂） 

（           ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）犬の訓練基本５項目 

 

 

 

 

 

（３）犬の訓練の原理 

 

 

（４）モチベータって何！？ 

       モチベータとは、訓練の用語の一つで犬のテンションを上げる物 

  （もの）や道具などのことです。 

例えば、どんなものがあるか、考えてみましょう！ 

                                              

①待たせる 

（     ） 

②        

（     ） 

③        

（     ） 

④横に付けて歩く 

（     ） 

⑤呼び寄せる 

（     ） 

①できた！！ 

（犬） 

②        

（人間） 

③               

（人間） 
⇒ ⇒ 



５）実際に歩行訓練をやってみよう！ 

        ①犬の訓練では、犬を左側に付けて歩きます。 

        ②ではなぜ、犬を左側に付けるのでようか？ 

        ③前に出すぎたら、命令を出した後にリードを引きます。 

 

 

 

（６）呼び寄せる訓練をやってみよう！ 

        ①ボールを投げます。 

        ②犬がボールをくわえたら、「コイ」と命令をかけます！ 

        ③犬が戻って来たらほめます。 

２ ニワトリと触れ合おう！ 

（１）本校のニワトリの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ニワトリは、どんなものを食べているの？ 

   ニワトリが食べているエサを観察しよう！ 

（３）ニワトリのマジック 

       ニワトリを寝かせてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

①犬が前に出る ②命令「ツケ」 ③リードを引く ⇒ ⇒ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②畜産 実験・実習の内容 「肉牛の餌やり体験」 

（１）牛のからだについて学ぼう 



 

 

 

 

 

（２）牛の一生ついて学ぼう 



（３）肉牛の餌やりについて学ぼう 

餌（エサ）の与え方 

 子牛を肥育農家では、約 20ヶ月間育てます。この 20ヵ月間を前期（約 7ヶ月

間）、中期（約 7ヶ月間）、後期（約 6ヶ月間）に分類します。 

 前期では、内臓をしっかりしたものにする、骨格を作り上げる、筋肉をつけて

いくといった目的のために、牧草とか稲わらといった粗飼料を中心にした飼料を

与えます。穀物類が原料の濃厚飼料も与えますが、この時期に与える濃厚飼料

は、中期・後期に与えるものよりタンパク質がやや低めのエサです。 

 中期では、筋肉の中に脂肪をためていく時期です。大麦などを加えていきま

す。 

 後期は、霜降り状に脂肪をつけるための時期です。大麦の占める割合も多くな

ります。粗飼料として稲わらは与えますが、牧草類は与えません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③農業機械 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④作物 

実習資料              

 

 

 

１ ドローンとは  

ドローンとは・・・？ 

無線で遠隔操作される無人の飛行物体のこと。 

 

    

 

 

 

 

 

２ 農業にドローンはどのように活用されているか 

①リモートセンシング：対象物に触れることなく、離れたところから物体の形状や性質などを観測する

技術。 

Q１ 農業ではどんなことができるか考えてみよう。 

 

 

 

 

②薬剤散布：空中のドローンから農作物に液体や粒剤の薬剤を散布する。 

※飛行の承認に当たって一定の技能講習や飛行経歴が必要 

Q２ ドローンを使用して薬剤散布を行うことで、どのようなメリットがあるか考えてみよう。 

 

 

 

Q３ ドローンを使用して農薬散布を行う時に気をつけなければいけないことは何か考えよう。 

 

 

 

さぁ、来年は中央農業高校に入学してドローンを大空に飛ばそう♪ 

目標  ①ドローンについて知ろう  ②農業へのドローンの活用方法を知ろう 



⑤造園                園芸デザイン科 環境緑化コース 

ミニ盆栽の管理（寄せ植え） 

～季節の植物を使って～ 

＜ミニ盆栽の材料＞ 

○植 物  季節の植物 

○ 苔   ハイゴケ、スナゴケ、その他 

○用 土  赤玉土、鹿沼土を混ぜた物。 

○鉢、寒水石、玉砂利、網 

○肥料  ・・・液肥を月に 1 回与える程度。与えなくても良い。 

○植木バサミ、トレー、ボウル、 

＜つくり方＞ 

①鉢に網を敷く。用土を入れる。 

②好みの植物を選んで植える。 

③植物の周りに苔を張り付ける。手前に寒水石を敷く。小石を置く。 

＜その後の管理＞ 

 ○置き場所・・・明るい場所で直射日光はダメ。風通しの良いところ。たまに日を当ててください。玄

関とかが良いです。 

 ○水やり ・・・夏場は一日 1 回 15 分ほど水にドボンとつけてください。冬場にかけては、苔が乾け

ば霧吹きで水をやる程度でＯＫです。  

○肥 料 ・・・液肥を月に 1 回与える程度。もしくは、与えなくても良い。 

作品例 

 

 

 

 

 



⑥野菜 

実験・実習資料          

 

 

１ 野菜の糖度  

屈折糖度計とは・・・？ 

測定対象となる液体に含まれているショ糖の含有量によって光の屈折率が違うという性質を利用して、糖度

を計測する器具のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎糖度が高いと思う順に順位を書いてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

●測定後はプリズムを中心に水できれいに拭き取り、さらに乾いた布かティッシュペーパーできれいに拭き取ります。  

２ 秋野菜の栽培 

 秋野菜（キャベツなど）は、7 月下旬から８月上旬にかけて種をまきます。11 月にはおいしい野菜が

収穫できるので、ぜひ育ててみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

食べ物 順位 糖度 

  ％ 

  ％ 

  ％  

  ％ 

目標  ①野菜の糖度を計測しよう！  ②秋野菜の栽培に挑戦しよう！ 

＜種まきの方法＞ 

①ポットに土を入れる。 

※ウォータースペースを取る！ 

②人差し指の第一関節の深さの穴を２つあける。 

③一つの穴に一粒種をまく。 

④覆土（種を土で覆うこと）をする。 

⑤かん水する。 

家に持ち帰ったら …？ 

①２週間ほどで間引き（苗を１本に）する。 

②１ヶ月ほどしたら、畑に植える。 

＜糖度の測定方法＞ 

①果汁をプリズム面に 1滴滴下し、採光板を閉じて果汁が広がった事を確認する。 

②蓋板を閉じ、接眼部からのぞき、青と白の境界線の数値を読み取る。 

 

 



⑦草花 

目標 草花のことを知り、寄せ植えを体験することで草花に興味を持とう！ 

 

◎知識編 

○草花の分類（園芸的分類） 

・１年草：種をまいてから、１年以内に花が咲いて実（種子）ができて枯れるもの。 

（春まき１年草→寒さによわい、秋まき１年草→寒さにつよい） 

・２年草：種をまいてから、２年目に花が咲いて実（種子）ができて枯れるもの。 

・宿根草：寒さにつよく冬をこえて毎年成長するもの。 

・球根類：葉、茎、根が養分をたくわえているもの。         など・・・ 

    

◎実習編 

〇苗の寄せ植えをしよう。 

①苗を選ぶ。 

②苗の枯れ葉・咲き終わった花・雑草・コケを全部取る。 

③鉢に書いてある線まで用土（ようど）を入れます。 

④苗を置いてみる。→縦横から見て、苗を正面（苗の一番格好良い方向）にそろえる。 

⑤鉢に用土を入れる。→ウォータースペースのために上部２ｃｍぐらいを残し、土をならす。 

⑥肥料を与える。 

⑦寄せ植えをしたら、たっぷりと水やり（かん水）をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇メモ 

寄せ植えした草花の名前（                          ） 

 

○気付いたことは 

 

 

○感想を書いてみよう 



⑧生物工学  

「インビトロフラワー体験」              

今日の実験 ： ケイトウの無菌播
は

種
しゅ

 

無菌・・・生きている微生物が存在しない状態  播種・・・種まきのこと 

 

１ 種子消毒の手順 

 ① 種子を試験管に入れる。 

 ② 次亜塩素酸ナトリウム 水溶液（有効塩素濃度３％）に、 

中性洗剤を１滴加える。 

 ③ アルミホイルでフタをして、５分間振る。 

 ④ 種子をろ紙で、ろ過する。 

 ⑤ 種子を洗浄する。（滅菌水ですすぐ） 

 ⑥ 種子をシャーレに取り分ける。 

    

 

２ 播種の手順 

 ① 爪を切り、手洗いをする。（ひじまで） 

 ② 培地と手にアルコールスプレーをして、配置する。 

 ③ 手指（爪の間も）アルコール綿で拭く。 

 ④ ビンの火炎滅菌 → フタ（アルミホイル）を外す → ビンの口を火炎滅菌する。 

 ⑤ ピンセットを火炎滅菌する。 

 ⑥ ピンセットで、種のついた不織布をシャーレから取り出し、培地に置く。 

 ⑦ ピンセットの火炎滅菌 → ビンの口、アルミホイルを火炎滅菌する。 

 ⑧ アルミホイルのフタを閉めて、ラベルを記入する。 

 ⑨ 片付けをする。 

 

滅菌方法の種類と使い分け 

 〇 火炎滅菌 ・・・・・・ガスバーナーの炎で、滅菌したいものを炎にかざす方法。 

 〇 化学的滅菌 ・・・・・薬品を使って、植物の表面についた菌を殺す方法。 

 〇 高温高圧蒸気滅菌・・・培地や水に含まれる菌を死滅させる方法。 

その他の用語説明 

〇 培地・・・水と栄養分を寒天で固めたもの。（土の役割をするもの） 

〇 コンタミネーション・・・ビンの中に菌が入り、菌で侵されること。 

① 

② ③ 

④ 
⑤ 



⑨食品製造       

桜クッキーの製造方法について学ぶ 
 

 「中農サクラクッキー（米粉入り桜クッキー）」は、本校生徒によりレシピ開発・改良され、引き継

がれている商品です。環境緑化コースが管理する「富山さくらの名所７０選」に選定されている千本

桜（八重桜）と作物科学コースが生産する特別栽培米の米粉を使用した売り切れ必須の限定販売商品

です。美味しい桜の花を咲かせましょう。 

 

［材 料］    約４５枚 ✕２種     

           ２倍量  ✕３グループ 

米粉         １４０g       

薄力粉          ６０g       

ケーキ用マーガリン   １００g        

グラニュー糖      １００g          

卵黄            ２個       

桜の花蕾(みじん切り)    ８g      

桜の葉(みじん切り)     ２g      

 

［作り方］ 

下準備 

  ・桜の花蕾と葉を廃棄率を見越して水に浸け塩抜きする。(流水 15～20 分) 

水気を切ってから花柄、葉脈部を取り除き、細かく刻む。 

  ・薄力粉を粉ふるいでふるう。(米粉は、ふるわなくてよい。) 

  ・ケーキ用マーガリンと卵黄を常温に戻す。 

  ・型抜きを行う前にオーブンを 180℃で予熱する。 

 

① ケーキ用マーガリンを練り、グラニュー糖を加えゴムベラで混ぜる。(ドロドロに溶けないように

手早くする。) 

② ①に卵黄を加えさらに混ぜる。 

③ ②にふるった薄力粉と米粉、刻んだ桜の花蕾と葉を加え切るように混ぜる。 

 ④ 生地をベーキングシートで挟み、厚さをそろえるため、ルーラーを生地の両脇に置き、麺棒で

8mm 程度の厚さに生地を伸ばしていく。 

   ※大量生産する場合や柔らかすぎて型抜きしにくい場合は、冷凍庫に入れる。 

 ⑤ クッキー型で型を抜き、ベーキングシートを敷いた天板に間隔をとって並べる。 

   ※型抜きしてオーブンに入れるまで時間がある場合は冷蔵庫で冷やし、焼く少し前 に冷蔵庫から

取り出し、上段で焼く。 

 ⑥ オーブンで、上段・下段とも 180℃ 1５分 焼く。 

   ※表面の周辺部が茶色になるのが焼き具合の best。生焼けではいけないが、桜のピンクやグリー

ンの色が茶色につぶれないようにする。 

⑦ ケーキクーラーの上に移し、しっかり放冷する。（温かいうちは、湿気を帯びているため。） 

⑧ パートコート袋に、桜型と花びら型のクッキーを２枚ずつ、花が咲くような配置で入れ（写真参

照）、シリカゲル（乾燥剤）をクッキーの裏側に入れる。 

⑨ シーラーで密封し、食品表示ラベルを貼って商品となる。 

 

 

 

型抜き･･･桜型と花びら型を同数にする。 

厚さと焼き色･･･そろえる。 


